
■はじめに

　「住まいとコミュニティづくり活動助成」は、平成4年度に事業を開始し、本報
告書の平成 18 年度で 14 回を数えます。ＮＰＯ・市民活動は、良好な社会形成の
ためにますます重要な役割を果たすようになってきました。

　今回（平成 18 年度）の募集から、これまでのプログラム（一般助成）に加え
て、特別助成というプログラム（活動の中に収益性のある事業を導入することで、
財務基盤を安定させ継続的に活動していくことを支援するもので、複数年の助成
期間を設けている）を募集しました。このうち、一般助成には全国から 113 団体
ものご応募をいただき、10団体が助成対象団体として選ばれました。活動対象地
域を見ますと、東京都など大都市圏の団体が多いのですが、各地域において取り
組みが着実に根づいていることも感じられます。なお、本報告書では、この一般
助成対象団体の活動報告を掲載しております。

　これまでと同様、助成対象団体に自らの活動を振り返って書いていただいた原
稿を基に編集しています。これは現場の生の声を読者の皆様にお伝えすると同時
に、助成対象団体には客観的な視点で自らの組織・活動を振り返っていただく機
会とするためです。当財団としても、実際に活動をされている方々の声と真摯に
向き合い、よりよい助成プログラムの構築に努めていきたいと思います。

　最後になりましたが、原稿を執筆していただいた10団体のメンバーの方々、当
助成事業の審査にあたられた選考委員の方々に厚くお礼申し上げます。

平成 19 年 8 月

財団法人ハウジングアンドコミュニティ財団
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